
令和元年度  体験！ボランティア講座

講座後、ツアーを実施
しました。１日で複数の施設を
実際に見てまわることが

できました。

 山科区の
施設・団体見学ツアー

安朱学区内の障がいのある方とそのご家族の

悩みを地域で解決する話し合いの場

サロン実行委員会が運営するカフェ
（事務局(福)オリーブの会）

山科視覚障害児者協会が運営する

視覚に障がいがある人の交流の場

100円カフェもある集いの空間障がい児を持つ親の会の交流会

　困り事や心配事など悩みを持つ人と集い、地域で

できることを気軽に話し合います。

　ここでの提案で、学区行事にユニバーサルコーナー

ができました。

　障がいのある人が、同じ悩みや思いを共有できる仲間に出会える場です。

つながることや広がることが力になります。新たな可能性も見いだせるかもしれません。

詳しくは、山科区社協にお問い合わせください。

　いろんな子どもたちがいます。みんなで子育ての

悩みを聞き、みんなでいろんな知恵を出し合って、

しんどい子育てを少しでも楽しいものにしたいと

思っています。

　赤ちゃんからお年寄りまで障がいのある人もな

い人もみんなで楽しんだり

思い思いに過ごしたりできる

「つどいの場」です。

　精神に障がいのある方と

地域住民が共に利用でき

自由に過ごすことができる

くつろぎの場です。

ホットコーヒー¥150　

焼きたてパン　¥150etc

※注文いただかなくても

　利用できます。

　薬の仕分けの方法や好きなカラオケの話など世間

話の中に生活に役立つ話が

あったり、悩みが解決し

たりすることも。

みんなで楽しい

時間を過ごして

います。

　知的障がいのある人へのボランティア活動に関心のある方への講座です。

知的障がいのある人に関わる施設職員さんやボランティアの方々から、知的障がい

のある人への関わり方などのお話や、施設や団体の活動紹介をしていただきました。

受講生には「知的障がいについてイメージが変わった」と好評でした。

　講座後、「ボランティア体験」や「山科区の施設・団体見学ツアー」、ボランティア

体験・ツアーを終えての「ふりかえり」も行いました。 

安朱学区 ハンディCOME

だんごやましなくらぶ交流会開催日時　　概ね年 2回　6･11 月　13:00～15:00
場　　所　　安朱自治会館
所 在 地　　山科区上野御所ノ内町 47
連 絡 先　　℡ 592-7344　
　　　　　　安朱学区社会福祉協議会会長 開催日時　　概ね最終月曜　10:00 ～ 12:00

場　　所　　山科総合福祉会館 1階
所 在 地　　山科区西野大手先町 2-1
連 絡 先　　℡ 090-6246-8014
　　　　　　だんごやましなくらぶ代表

開催日時　　第 2･4 火曜　10:00 ～ 13:00
場　　所　　山科合同福祉センター１階
所 在 地　　山科区竹鼻四丁野町 34-1 
連 絡 先　　℡ 591-9535　
　　　　　　山階学区社会福祉協議会会長

開催日時　　月･水･木･金　10:00 ～ 16:00
場　　所　　るまんやましな
所 在 地　　山科区東野門口町 1-2
連 絡 先　　℡ 644-5148

開催日時　　概ね第3木曜（8･11･3月はお休み）
　　　　　　14:00 ～ 16:00
場　　所　　山科合同福祉センター１階
所 在 地　　山科区竹鼻四丁野町34－1
連 絡 先　　℡ 090-1677-8465
　　　　　　山科視覚障害児者協会会長

フリースペース”たけはな”
　　（山科区共汗型まちづくり支援事業）

こころの交流ふれあいサロン
「るまんやましな」
（京都市「こころの交流ふれあいサロン事業」）

手をつなぐ育成会山科支部
（知的障害者の親の会）

山科区身体障がい児者父母の会

山科区肢体障害者協会

山科視覚障害児者協会

聴覚障害者協会山科支部

中途失聴・難聴者協会山科支部

山科ボランティアセンターでは
こんなことをしています
○ボランティアに関する情報提供・相談・調整
○福祉の保険の取次
○ボランティア団体活動助成
○山科区災害ボランティアセンター設置・
　運営訓練
○ボランティアのネットワークづくり
　（山科ボランティアグループ連絡会への支援）
○ボランティア講座の開催

　山科区内で活動するボランティア団体

で構成された連絡会です。ボランティア団

体間での情報交換や意見交換を行ったり、

山科区社協と協働して講座などを開催し、

ボランティア活動の活性化に取り組んで

います。現在13のボランティア団体が加入

しています。

　もっといきいきと活動したいボラン

ティア団体の皆さん、ぜひ山科ボランティ

アグループ連絡会に加入してみませんか。

山科ボランティアグループ
連絡会とは

山科ボランティアセンターで開催した講座の一つを紹介します

～知的障がいのある人とともに～

障がいがあってもなくてもお互いに支え合える地域づくり

「集える場」があります

仲間に出会える場があります

 ・・・ 障がいのある方 ・ そのご家族の方々　　 ・・・ どなたでもご自由にお過ごしください

この指止まれ！集まろう会！



　社会福祉協議会（社協）は、社会福祉法に基づく社会福祉法人で、地域福祉の推進を目的としている民間組織です。
福祉の問題について考え、誰もが安心して地域で暮らしていける福祉のまちづくりのために、地域の皆様とともに一緒に取り組んでいます。

一緒に「福祉のまちづくり」に
取り組みましょう。

外見からは分からなくても
援助が必要な方（内部障がいや
難病の方など）が援助を得やすく
するために作られたマークです。

　障がいのある人やヘルプマークをつけた人が お困りのようなら、
「何かお手伝いしましょうか？」 と声をかけてみてください。
一人では無理そうなら、周りの人にも協力を求めてみてください。

〒607-8344 京都市山科区西野大手先町2-1
 TEL. 075-593-1294  FAX. 075-594-0294
 http://www.mediawars.ne.jp/fukusi08/
メール fukusi08@mediawars.ne.jp

機関誌Be-Voは
一部共同募金の助成金で
発行しています。

各学区社協ではさまざまな事業を通じて
地域の絆を深め、生活課題の解決や孤立
防止に向けた福祉のまちづくりを進めています。

学区社協活動

賛助会員への加入をお願いします
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地域の取組みは、

住民をつなぎ・支える
大切な役割があるんだね。
地道な活動で地域は
守られているんだ！

　社協が進める事業には、学区社協支援、企画広報、ネット

ワーク支援、セーフティネット、生活支援、区ボランティア

センター、区社協会務運営事業があります。その事業運営の

財源は、賛助会費、赤い羽根共同募金配分金、皆様からの

寄付金、京都市や京都市社協からの補助金・受託金等です。

　賛助会費は、地域福祉活動を進めていくうえで最も重要な

財源となっています。 賛助会員の加入は主に各学区社協を通

じて、自治会・町内会の役員の皆様にもご協力いただき、募集

しています。活動の趣旨をご理解いただき、ご協力お願い申

し上げます。

　ご協力いただいた共同募金は、き

め細やかな地域福祉活動を進める

うえで大きな役割を果たします。

　社会福祉協議会を通じて、山科区

の住民全般の福祉活動や高齢者・障

がい者・子どものための福祉活動等

に役立てられます。

　災害時には「災害ボランティアセ

ンター」の設置や運営等被災地支援

にも役立っています。

　ご寄付いただきありがとう
ございます。
　皆様からの貴重な寄付金は、
山科区の社会福祉のために活
用させていただきます。 ※本会への寄付（特定寄附金）は、個人の場合は所得税控除及び

　住民税（府民税・市民税）に対する税額控除を受けることが、
　法人の場合は法人税法上の損金算入することが可能です。

詳細については国税庁ホームページ
（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/
shotoku/1266.htm）にて、ご確認ください。

ヘルプマークとは

障がいが
あっても  なくても、
ありのままを受け入れ、
自分らしく暮らせる
地域へBe-Vo

京都市山科区社会福祉協議会
令和2（2020）年3月

発行者/佐治俊彦
編集者/吉川   彰

鏡山学区　香東園で健康すこやか学級山階南学区　福祉まつりで恒例の子供神輿披露

株式会社 京滋工業様

150,000円 （令和元年12月10日）

わくわく健康まーじゃん教室様

18,941円 （令和元年12月24日）

株式会社 阪急オアシス様

車椅子３台 （令和元年 6月 6日）

老人保健施設 いわやの里様

10,401円 （令和元年10月 3日）

赤い羽根共同募金に
ご協力ください

京都市山科区社会福祉協議会社会福祉
法　　人

社会福祉協議会（社協）って？

「支え合い」でつながろう
　障がいのある人の中には、必要な援助
をさまざまに整えながら日々の暮らし
を営まれている人もいます。
　万一予期せぬ事態が起きた時には、必
要な援助が整わず多くの不安を一人で
抱えることになるかもしれないのです。
近くに頼れる人がいることで大きな安
心につながります。
　障がいがあってもなくてもお互いに
支え合える地域を目指して取組みがす
すめられています。

みんなそろって手話で “I Love You” （ふれあい手話講座） 音羽学区 ふれあいひろばで車椅子体験

音羽川学区 車椅子を使って総合防災訓練

山科区社会福祉協議会の賛助会費・赤い羽根共同募金への
ご協力が山科区の地域福祉活動を支えています

社会福祉法人


